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１ テーマ設定の理由 

  子どもたち一人一人は多様な可能性と多様な教育的ニーズをもっているので、私たち教員には、

子どもたちの多様性を包み込む授業づくり、学級づくりを進めていくことが求められている。一

方で、県内の学校では、校内の教員の年齢構成の不均衡が生じ、指導技術が伝承しづらくなって

いる現状も見られる。そのため、授業づくり、学級づくりに関わる経験的知見を伝え合う効果的・

効率的な研修を学校単位で進めていくことが急務である。 

そこで、昨年度、長野県教育委員会は、全ての子

どもが自分らしく学ぶことのできる授業づくり、学

級づくりの基盤となる内容を長野県の先生方と共に

創り上げていくことを目的に、信州型ＵＤの作成に

取りかかった。その基盤となる内容を「これまで重

視してきたこと」と「今後さらに重視していくこと」

に分けつつ、８つの窓口と 20 の着眼点に整理して信

州型ＵＤにまとめた。 

そして、校内研修ツールとして信州型ＵＤカード

を開発し、それぞれの着眼点について、実践を語り

合いながら互いに学び合えるようにした。 

  本研究では、信州型ＵＤカードの活用方法を研究し、活用のアイデアを学校現場に発信してい

きたいと考えた。 

 

２ 研究内容 

（１）信州型ＵＤカードを用いた研修 

① 研修を行った総セ研修講座 

・「高等学校国語 基礎」「小学校５・６年国語 基礎」「中学校学級づくり 基礎」「科学的な思考

力を育む理科の授業改善」の４つの研修講座 

 

信州型ＵＤ２.０ 全体像（長野県教育委員会ＨＰより） 

【要旨】 

 長野県教育委員会は、全ての子どもが自分らしく学ぶことのできる授業づくり、学級づくりの

基盤となる内容を県内の先生方と共に創り上げていくことを目的に、信州型ユニバーサルデザイ

ン（以下「ＵＤ」と略す）を作成し、それに基づく校内研修ツールとして、信州型ＵＤカードを

開発した。本研究では、この信州型ＵＤカードの活用方法について、総合教育センターの研修講

座や学校現場において本カードを用いた研修を実施し、研究した。その成果として、いくつかの

活用方法を提案する。 
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② 研修方法  

・①の研修講座で、信州型ＵＤカードの「No.１ ねらいを明確にする」「No.２ めりはりをつけ

る」「No.５ 困っていると言える学級」「No.９ 素材研究と教材化」のうちの１つを用いて、

図１「信州型ＵＤカードの構造」を基に 30 分間研修を行った。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 研修受講者 

・小学校教員 33 名、中学校教員 25 名、高等学校教員 12 名、特別支援学校教員３名 

 

 ④ 受講者の様子や感想 

・教壇に立っていると、つい忘れてしまうのが生徒の立場

に立つ、ということです。随時、適宜、自らの教え方、

授業スタイルを自分の視点で見直すのみならず、生徒が

どう感じているかという視点でも見直すと良い授業につ

ながると思った。 

・子どもの視点で考えることは、とても大切なことのはず

なのに、いざ考えてみると、手が止まってしまった。日

頃あまり意識できていないなと反省した。 

・子どもが考えを深めようとしていないのは、子どもが

よく考えたいと思えるような課題設定を自分ができ

ていないからだと思った。 

・自分としては明確に指示が行えたと思っていても、生

徒の様子や生徒の立場になって改めて考えてみると、

まだまだ改善が必要だと思いました。 

・信州型ＵＤカードの内容を基に、話合いの仕方につい

て意見交換したグループで、Ａ先生の「『３人の知恵

の輪』と称して、司会・メモ・発表とそれぞれが役割を分担して話合い活動をすることで、

子どもたち自身の力で話合いを進めることができている」という話を聞き、感嘆の声が上が

小５･６年国語基礎 ＵＤカード研修の様子 

高等学校国語基礎 ＵＤカード研修の様子 

図１ 信州型ＵＤカードの構造 

Ⅰ タイトルに関する実践例に対

して子どもの姿を想起する 

Ⅱ 前段の姿が生まれる理由を

「子どもの視点」で掘り下げる 

Ⅲ 「子どもの視点」に立って自分

の実践を見直す 

信州型ＵＤ８つの窓口と 20 の着眼点 

Ⅳ 「子どもの視点」に立って見直

した内容を交流する 

Ⅴ 心に留めておきたいこと、新た

に試みたい実践などを記入する 
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る場面があった。 

・信州型ＵＤについては、言葉を聞いたことがあるだけだったけれど、実際にやって先生方と

交流してみて、自分の気付かないことだらけで勉強になった。ここを直せば、という見通し

が持てた。毎日でもやってみたい。 

   

（２）信州型ＵＤカードを用いた学校での実践事例 

① 実践校 Ｍ小学校 

② 実践内容 

・職員会で短時間、信州型ＵＤカードを用いた研修を継続的に行っている。 

・研修に入る前に、まず、前回の研修の振り返りから入る。 

・研修後に「これから試みたいこと」を一人一人が書き、模造紙に貼って職員室に掲示する。 

③ 感想 

・子どもの視点に立って考えることで、自分の子ども観 

や指導観が変わった。 

・（研修を通して）子どもの視点で考えることは新鮮で、

目の前の子どもたちにどんなつまずきがあるのか、そ

して、そのような子どもたちに私たちは何ができるの

かを、いろんな教科の場面で考えることの大切さに気

付いた。 

・学期ごと、今回のように実践に即した情報交換をして 

いきたいと感じた。 

  ④ 考察 

研修後に書いた「これから試みたいこと」を模造紙に

貼って職員室に掲示することで、職員が日常的に意識す

ることができる。また、その後の取り組みについても振

り返る時間を設けることで、授業改善の好循環を生み出

していこうとするものであった。 

 

（３）信州型ＵＤカードの活用のアイデア 

① 研修の進め方のアイデア 

・子どもの良い姿が見られた実践についても話題にし、それらに共通する要因から一般化で

きることを見出す。 

・交流の場面で、見直した内容を書き出した付箋を使って交流し、書かれた内容によって付

箋を分類・整理してまとめ、全体で共有する。 

・交流の場面で、ワールドカフェ方式を用いて、各自でまとめた内容を１つのグループで交

流した後、そのグループで話題になったことを別のグループを作って共有する。 

   ・各グループに 20 枚すべてのカードを用意し、その中から各自が任意でカードを１枚選び、

選んだ理由を添えて交流する。 

 

② 動画教材や参考資料とともに活用するアイデア 

実践事例や参考資料を紹介する動画教材や、参考資料として、教育課程編成･学習指導の基

職員室に掲示した模造紙 

職員が書いた「これから試みたいこと」 
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本、信州教育の学びの基盤、信州Ｂasic（い

ずれも長野県教育委員会）等と合わせて活

用し、着眼点に関わる知見をさらに広げ深

める。         

    

例 「No.１ ねらいを明確にする」  

「Ｈ31 教育課程編成･学習指導の基本 Ｐ14、Ｐ34～69」「信州Ｂasic Ｐ７」 

例 「No.13 主体的な学びが実現できているか」 

「Ｈ31 教育課程編成･学習指導の基本 Ｐ６」「信州教育の学びの基盤 Ｐ55～83」 

 

（動画教材：長野県教育委員会ＨＰ 学びの改革支援課「信州型ユニバーサルデザイン」） 

 

③ 研究授業で活用するアイデア 

研究授業に際して、参観の視点を定める際に活用する。 

例えば、子どもが学びを自覚できるような授業にしていきたいと考えたとき、信州型ＵＤ

カード「No.３ ねらいの達成を見とどける」の視点で授業や子どもの姿を見てもらい、研究

会でこのテーマを協議の柱に据える。 

 

 ④ テーマについて各自が実践した後、成果を共有するアイデア 

信州型ＵＤカードにある着眼点に関わって、全職員がそれぞれ何日間か実践する。その後、

カードを使って情報交換をする。 

例えば、「主体的な学び」に関わる知見を広げ深めるために、１ヶ月間、先生方のアイデア

を活かして実践してもらい、その成果を「No.11 主体的な学びが実現できているか」のＵＤ

カードを使って共有する。 

 

⑤ 教師の意図と子どもの意識とのズレに気付く模擬授業のアイデア 

図２のように、教師が意図したことと子どもの意

識とにズレが生じる可能性があることを、模擬授業

を通して体験してから信州型ＵＤカード研修に入

る。 

例えば、「No.２ めりはりをつける」のＵＤカー

ドを扱う前に、模擬授業としてグループ追究の場面

で、教師が自分で課題設定をし、グループ追究の手

順や方法を口頭で説明してグループ追究に入るように指示する。この時、子どもの側に立っ

てみて、子どもはどのような意識になるかを体験する。その後、教師、子どもそれぞれの側

から何を行ったか、何を考えたか、何を感じたか、膨らんだ願いは何かを視点に模擬授業を

振り返る。 

このように、模擬授業のリフレクションを通して、教師が意図したことと子どもの意識と

にズレが生じる可能性があることを体験してから信州型ＵＤカードを扱い、自分の実践を子

どもの側に立ってみて見直していく展開も考えられる。 

 

教育課程編成・ 

学習指導の基本 

信州教育の 

学びの基盤 

信州Ｂasic 

教師の 

意図的な 

働きかけ 

 

子どもに 

生まれる 

意識、思い 

願い、疑問 

図２ 
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３ 成果と今後の展望 

  研修講座の中で信州型ＵＤカードを用いた研修を行い、その時の受講者の様子や感想を分析す

ることで、いくつかの信州型ＵＤカードの活用案が見えてきた。 

  今後の展望として来年度は、これらの活用案を研修講座の受講者に発信することを通して、効

果的・効率的な校内研修を支援していきたい。 

 

 


